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七
月
二
十
四
日
に
二
〇
〇
九
年

度
の
第
１
回
目
の
連
絡
調
整
会

議
を
開
き
ま
し
た
。 

 

＊
＊
＊ 

 

報
告
以
外
の
議
題
は
、 

 
①
関
係
各
課
と
の
連
携
体
制 

（
各
課
と
は
保
健
所
、障
害
福
祉

課
、生
活
支
援
課
、高
齢
者
支
援

課
、家
庭
児
童
相
談
室
、地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
） 

 

単
に
昨
年
度
に
引
き
続
き
の

テ
ー
マ
と
い
う
よ
り
も
常
に
意
識

す
る
テ
ー
マ
と
し
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。 

ひ
と
つ
は
、あ
い
ネ
ッ
ト
が
把
握

し
た
ケ
ー
ス
を
市
の
各
課
に
つ
な

ぐ
場
合
、
又
は
逆
の
場
合
で
あ
っ

て
も
、
相
談
者
は
ど
こ
か
に
連
れ

て
行
か
れ
る
た
び
に
、「
何
度
も

同
じ
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
負
担
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

何
か
改
善
で
き
な
い
か
に
つ
い
て
。 

こ
の
点
で
は
共
通
の
基
本
情

報
シ
ー
ト
が
あ
る
と
い
い
の
で
は

と
言
う
意
見
や
、「
何
で
何
度
も

同
じ
説
明
を
す
る
の
」
と
「
何
で

知
っ
て
る
の
」
と
の
両
面
の
考
え

が
あ
る
の
で
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
意
見
。基
本
情
報
程

度
を
、本
人
の
前
で
同
意
を
得
て

説
明
を
す
る
こ
と
が
良
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
な
ど
が
出
ま

し
た
。庁
内
で
の
相
談
記
録
の
電

算
化
に
よ
る
共
有
は
、ど
の
課
も

紙
ベ
ー
ス
で
記
録
・
管
理
し
て
い

る
現
状
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

人
生
の
折
り
返
し
地
点
を
過

ぎ
る
と
、僕
は
相
談
を
親
族
友
人

知
人
で
は
な
く
そ
れ
が
猫
で
あ
っ

た
り
す
る
。 

も
ち
ろ
ん
相
談
の
内
容
に
も

よ
る
が
、日
常
的
な
相
談
は
こ
の

猫
で
ほ
ぼ
解
決
す
る
。 

＊
＊
＊ 

猫
は
自
宅
に
２
匹
居
る
。 

猫
と
言
っ
て
も
大
切
な
家
族
の
一

員
で
あ
る
。今
日
も
悠
々
自
適
に

居
間
で
寝
て
い
る
。帰
る
と
玄
関

に
わ
ざ
わ
ざ
お
迎
え
に
来
て
く
れ

て
、僕
の
様
子
を
伺
っ
て
い
る
の

が
よ
く
分
か
る
。 

「
今
日
も
一
日
頑
張
っ
た
よ
。」

と
伝
え
る
と
、愛
ら
し
い
素
振
り

で「
ニ
ャ
ー
」「
ニ
ャ
ー
」と
言
う
。

時
に
は
何
も
言
わ
ず
後
向
き
に

な
っ
て
長
い
そ
の
し
な
や
か
な
シ

ッ
ポ
で
応
え
た
り
も
す
る
。 

aeg

{l;\s\h}

と
て
も
不
思
議
な
の
は
相
当

暗
い
表
情
で
帰
っ
た
時
だ
。「
ニ
ャ

ー
」と
１
回
、２
回
、３
回
、相
当

言
う
。素
振
り
も
い
つ
も
と
全
然

違
う
。「
あ
れ
っ
」ふ
っ
と
我
に
省

み
る
。「
基
本
に
戻
ろ
う
。人
を
大

切
に
し
よ
う
。意
思
を
正
し
く
伝

え
よ
う
。」と
。 

今
ま
で
の
人
生
で
培
っ
た
信

条
、そ
れ
は
い
つ
も
こ
の
３
つ
で
あ

る
。何
か
に
つ
ま
ず
い
た
時
、何
か

に
問
い
正
す
時
、結
果
か
ら
す
れ

ば
今
ま
で
の
人
生
経
験
で
回
答

が
出
せ
る
は
ず
。で
も
、人
は
そ

れ
に
気
づ
か
な
い
、そ
れ
を
忘
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
。残
念
な
が
ら
、

僕
も
そ
う
で
あ
る
。そ
れ
を
大
切

な
家
族
の
一
員
が
気
づ
か
せ
て

く
れ
る
の
で
あ
る
。 

拳
成
会 

柏
空
手
道
教
室 

松
田
秀
一

六
月
三
〇
日
に
発
足
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

＊
＊
＊ 

部
会
別
に
テ
ー
ブ
ル
が
分
か
れ
た

会
場
で
、経
過
や
柏
市
障
害
者
基
本

計
画
に
つ
い
て
の
説
明
後
、
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。専
門
部
会
は
九
月

末
ま
で
は「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

か
し
わ
プ
ラ
ン
施
策
」に
つ
い
て
の
作

業
部
会
と
い
う
位
置
づ
け
で
論
議
し

て
い
く
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、「
プ
ラ
ン
で
は
七
つ
の
柱
に

な
っ
て
い
る
が
部
会
は
４
つ
の
み
で
、

こ
ど
も
と
権
利
擁
護
、
医
療
は
ど
う

す
る
の
か
、
新
た
に
部
会
の
必
要
性

が
あ
る
の
で
は
？
」
と
い
う
質
問
に

対
し
、今
年
度
は
表
（
表
【
１
】
）の
よ

う
に
し
、今
後
の
課
題
と
し
た
い
と
い

う
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
自
主
的
に
参
加
を
募

っ
た
部
会
を
主
と
し
た
自
立
支
援
協

議
会
は
他
に
は
見
な
い
形
で
あ
り
、

当
面
試
行
錯
誤
が
続
き
そ
う
で
す

が
。今
後
、
部
会
は
原
則
公
開
で
行

う
と
の
こ
と
、
市
民
の
関
心
が
大
事

な
と
こ
ろ
で
す
。 

 

②
あ
い
ネ
ッ
ト
に
対
す
る
意
見 

 

二
十
四
時
間
三
六
五
日
の
対
応

や
訪
問
・
付
き
添
い
な
ど
が
出
来
る

こ
と
の
継
続
、行
政
の
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
的
な
存
在
と
し
て
の
使
い
方

が
市
民
に
と
っ
て
は
あ
る
な
ど
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

表【１】 

柏市自立支援協議会「かしわっ葉ネット」 

＜４つの部会＞ 
ノーマライゼーションかしわプラン 

＜七つの柱＞ 

１）相談支援部会 
○ 情報提供・相談、権利擁護体制の構築 

○ 健康・医療体制の充実 

２）くらし部会 
○ 暮らしを支えるサービスの充実 

○ 子どもの成長支援 

３）はたらく部会 ○ 誰もが働きやすく、活動しやすい環境づくり 

４）まちづくり部会 
○ 福祉意識の醸成と支えあいの環境づくり 

○ 安心・安全な生活環境の整備 

＊ ノーマライゼーションかしわプラン 基本理念「みんなでつくる みんなで暮らせるまち かしわ」 

（第２期柏市障害者基本計画（中期プラン）、第１期柏市障害福祉計画） 

「そちらは、どんなことをしてくれるところですか？」という問合せがあると、

「ん～」と一瞬ためらう。「ねえ、毎日通所してくる方に気持ちが動いて、より

よく生活上のサポートをしようって思うのは、（情として）分かるけれど、君

は日々新しい人（相談者）と出会って、気持ちの整理はどうしているの？」

と問われると「ん～」とこれまたためらう。昨日と同じ動きや時間の流れは、 

全くなく、スケジュール帳も３週間先は真っ白。通り過ぎると真っ黒とい

った状態。そんな業務中で「日々ニーズは変わると理解し、常に気持ちを

落ち着かせていること」は、私のような者にとっては至難の業。いつまで

続くのか…私の上司はにっこりと笑い「いつまでも、いつまでも続くのよ」

と。すっと気持ちが落ち着いた。 

http://homepage2.nifty.com/ai-net/
mailto:bch13362@nifty.com


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          ◇◇◇こちらのコーナーへ掲載希望の方は、あいネット（０４-７１６５-８７０７）までご連絡ください◇◇◇ 

講演名 日 時 場 所 費 用 申込み 問合せ先他 

◆社会企業家・地域活動家養成講

座＜入門コース＞ 
「何かしたい！」「何とかしたい！」「起業

したい！」と思っている方々の福祉の制

度外有償サービスの立ち上げを応援

する講座を開催します！ 

8/15（土） 

13:30～ 

15:30

柏市中央公民館 

４階 会議室２ 

柏市柏 5-8-1 

（でんわ） 

04-7164-1811 

無料 

定員 

（30 名）

先着順 

FAX、 

E メール

郵送 

に て 、 右

記まで 

主催：千葉県 

：NPO 法人ﾌﾞﾚｰﾒﾝの星数支援ｾﾝﾀｰ 

〒292-0831 木更津市富士見 1-2-1 

アクア木更津ビル 8 階 

でんわ 0438-20-3751 

ＦＡＸ 0438-20-3752 

Eメール info@hoshikazu.com 
◆ 第２回「自閉症スペクトラムの理解と

支援」：高畑和子さん（言語聴覚士） 

◆ 第３回「障害のある子の心豊かな成

長を育むために～県総合教育センタ

ーの活動より」：松本厳さん（県総合

教育センター特別支援教育部研究指

導主事） 

8/22（土） 

（第２回） 

13～１5:00 

（第３回） 

１５：１５～ 

１７：１５

千葉大学 

総合校舎Ａ号館 

Ａ２０１教室 

それぞれ

１０００円
（資料代）

定員各 

（５０名） 

 

〆：8/17

FAX、 

E メール

電話 

に て 、 右

記まで 

主催：ＮＰＯ法人ちばＭＤエコネット 

：千葉県 

コミュニティカフェ〈ひなたぼっこ〉 

でんわ＆ＦＡＸ 047-426-8825 

Eメール sun@mdeconet.jp 
→件名に「学校支援事業研修申し込み」 

と明記して下さい） 

◆第１回 

読み聞かせ指導者養成講座 
「今、学校で何故読み聞かせなのか」 

―子どもは求めている。触れ合いと

創造の世界を！－ 

井原修一先生 

（我孫子市立布佐小学校校長） 

8/25（火） 

10:00～ 

12:00

教育支援三アイの

会会議室 

（柏駅東口 柏神社

先） 

無料 不要 ＮＰＯ法人教育支援三アイの会 

 

柏市柏 3-6-14 増谷第 1 ビル 4 階 402 号 

でんわ 04-71６２-２１３０ 

ＦＡＸ 04-71６２-２１４０ 
http://www.geocities.jp/kashiwa_kosodate/ 

 

◆障害者計画･東葛市民 9.6 シンポ 
 

2009.4 から、第 4 次千葉県障害者計

画が開始されました。この計画を進め

ていくため、県との共催で東葛地域の

障害福祉のシンポジュームを企画しま

した。 

9/6（日） 

13:00～ 

17:00

沼南公民館 

大ホール 

（でんわ） 

04-7192-1111 

無料 不要 
 

手話通訳 

要約筆記 

磁気ﾙｰﾌﾟ

あり 

共催 障害者計画をすすめる東葛市民の会 

   千葉県・かしわ障害者をむすぶ会 

（連絡先） 

事務局：ＮＰＯ自立生活センターＫ２ 

（担当：古賀） 

でんわ＆ＦＡＸ 04-7139-5613 
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6dop 

今回は社会福祉法人彩会の 

『地域活動支援センターzazaby』を取材

しました。お仕事中にお邪魔させていただ

いた zazaby の皆さま、ザザビー・ドゥの皆

さま、ありがとうございました。 東武野田線の増尾駅から徒歩約７.８分に、新たに活動場所を移

した『地域活動支援センターzazaby』があります。 

現在は６名の登録者がいて、５名が毎日活動を行っています。 

メンバーは全員男性なので「女性のメンバーが来ないかなぁ～」

という声もあるとか（笑）スタッフは男性と女性が１名ずつで、利用

枠にも若干名の空きがあります。女性のメンバーも募集中です！ 

＊主な作業内容＊ 

○受注作業（取材日には、タオルの袋詰めをしていました） 

○お店番（接客とレジ打ちができるメンバーがリサイクルショッ

プで働くこともあります） 

○サークル活動（トーンチャイムや茶道、絵画など。トーンチャイ

ムはコンサート、各イベントで披露しています！） 

○日常活動（掃除、洗濯、電話受け、買い物など。メンバーの日

常生活における課題にも取り組んでいます） 

○外出（外出、散歩、プールなど） 

地域活動支援センター zazaby 
住所：柏市増尾台 1-5-3（1Ｆリサイクルショップ） 

柏市増尾台 2-2-7    電話：04-7175-6741 
活動時間：地域活動支援センター 月～金 9:30～16:00 

日中一時支援     月 1～2 回の土曜日 

受注作業は、納品をスタッ

フが行う以外は、完成までの

作業工程を全てメンバーが行

っています。毎月 3000 円の

工賃を目標に、黙々と作業を

されていました。 

 もらった工賃で外食や買い

物をすることが、皆さんの仕

事の励みになっているそうで

す（＾0＾） 

mailto:info@hoshikazu.com
mailto:sun@mdeconet.jp
http://www.geocities.jp/kashiwa_kosodate/

